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初めての松山

2009.09.16

時間がたつのはあっという間で、日本にきてもう2週間です。文化の違いで戸惑うことも少なくありませんが、新しい体験でもありますね。1週間ほど前に松山にきました。授
業はまだ聞き取れないし、ここで生活にすっかりなれたわけではありませんが、たくさんの優しい友達もでき、毎日がとても充実しています…
　ここにきてすぐ、学校の体育
祭に参加しました。一番盛大な学校行事だそうです。熱気に包まれ、盛り上がっていましたが、私は応援に加わることもなく、観覧席から見学していました… 　授業はほとん
ど聞きとれなくて、もう英語！ちょっとわかるところも、まず日本語に翻訳するところからです。毎日頭の中ではふたつの外国語の間を行ったり来たりしています…ウツウツ…
^-^
　毎日何かと忙しいですが、このおだやかで、わきあいあいとした雰囲気のなか、とても充実した日々を過ごしています…絶対に2ヵ月で授業が聞き取れるようになるぞ！
日本語もがんばるぞ！！<
> ~_~ ····················
<

王 佳辰さんの日記



自転車

2009.09.16

今日は9月13日月曜日。放課後、同級生と一緒に弓道部の見学に行ってきました。弓道部って、ホントかっこいいけれど、なんだかむずかしそう！
　今日はじめて自転車でバ
ス停に。朝は何事もなく無事到着。荷物をおろして学校へ。随分余裕を持って家を出たので、1本早いバスにも乗れました。夜、学校から帰るバスに乗る前に、自転車の鍵を取
ってないことに気付きました。バスの中ではずっと気が気ではなく、前に鍵を取り忘れた人の話を聞いてはドジだな、と笑っていたのに、自分も自転車で登校初日から同じ事を
してしまうなんて…ところがバスをおりたとたん、自転車がちゃんとそこに『ある』のが眼に入ってきたのです…一瞬、自分の眼が信じられませんでした…帰り道、本当にここ
は治安がいいんだなあと、改めて思いました。自転車がおいてあっても、誰もとる人がいないなんて…
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海上の夕日

2009.10.17

連休に綺麗な海辺へ夕日を見にいった。
　その海辺は恋人達の聖地なのだそう。名前だってとてもロマンチック。双海。
　夕方、涼やかな海風に吹かれ、目の前には美しく綺
麗な砂浜と見渡す限りの大海原。後ろには静かに佇む家々と延々と続く山々････この雰囲気は確かにロマンチック。情緒がある･･････
　そして私はその静かな砂浜の上に立
ち、さざ波を足で踏みしめながら、温かく大きな波の音を聞く。赤い日がだんだんと海面に吸い込まれていく様を目に焼き付けた。
　澄み切った青色だった空の色が、まばゆ
い輝きを吸い込んで少しずつ淡い黄色、オレンジ色へと染まっていく。太陽が明るく温かい赤に変わったあと、空もそれに従うように薔薇色に覆われていく。まるで夢か幻のよ
う。煌びやかな美しさの中で、太陽がゆっくりと、水平線の彼方へ沈んでいった･･････
　太陽が沈んだあと、空は淡い紫色から深い紫、濃い紫へとその姿を変えていった。そ
してそれは山から顔を出した三日月とともに幻想的な夜景を作り出した。依然として清々しい海風と、柔らかな波音、海岸に沿って照らされている明るい灯篭。このロマンチッ
クな夜景の中で、甘い夢の世界へと誘われていく。
　海上の夕焼けには、一味違った美しさがある。日の出のような雄壮さでもなく、西の山に沈む感慨深さとも違う。暖か
で、きめ細かく、果てしなく広い。まるで人の心身を解き放つように、心からの喜びを与えてくれる。
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小田

2009.10.17

　9月末に小田で登山をしてきました。日本の山は中国の山と違うんだ。これが、山に一歩踏み入れた時の私の第一印象でした。四国の山は、中国の雄壮に高くそびえる山とは
違い、精緻で上品で、美しい。山はそんなに高くないです。海抜も数百メートルといった所でしょうか。山に入ると、見渡す限りの緑。緑の中に広がる活気、それはまるで初秋
ではなく万物が繁栄する盛夏のようでした。
花と木
　山の中の風はとても涼やかだけれども柔らかい。冷たい秋風とは違うけれども、北緯30度の少し熱を帯びた初秋は私達に
心に染み渡る涼しさを届けにきてくれた。山道は曲がりくねっていて、たった20分の行程でも、目まぐるしく変わる景色を楽しむことができた。緑溢れる樹海の中、所々に赤
い波しぶきが散り、山に彩りを添えている。これが山をより一層生き生きとさせていた。しばらくして知ったことだが、あの赤色の正体は、秋に一斉に咲き誇る彼岸花だったの
だそう。驚いた。私が読んだことのある本の少なくとも2冊は「彼岸花」というタイトルだったのだ。ずっと作者による造語だとばかり思っていたけど、今やっとそれが伝説の
彼岸花だったことに気がついた。彼岸花はたくさんの花が散り行くこの季節に花を咲かす。それもとてもとても美しい花を。まるで秋という物寂しい季節にこそ、その真っ赤な
姿が際立つかのように。赤と緑のコントラストの中で、私は大自然の不思議さを感じずにはいられなかった。そしてこの美しい景色に深く深く心を奪われていた･･････
　私は
優美な山の色の中で思いにふける。温かく吹きつける風と、洗い流したかのように真っ青な空。ひっきりなしに響き渡る蝉の鳴き声、咲き誇る赤い彼岸花に、青い松。そして優
雅に飛び回る鳥達。この亜熱帯の小島の山林の中で、私は夢中になって帰ることも忘れていた。
　
　ここの林はとても密で、原始林にいるような感覚に陥る。木も中国の高山
のものとは違い、背の低い木々が密生している。杉やヒノキが多い。気候が温かく、湿っているせいであろうか、木の幹はどれも細長く真っ直ぐ伸びている。幹の下は枝分かれ
しておらず、上には豊かな樹冠。原始林のような奥深さと静けさだ。山道の傍らには清らかな天然水が流れており、登山客の喉を潤してくれる･･････
栗拾い
今日は栗拾いを体
験した。栗は成長すると地面に落ちる。あの分厚いとげとげのカラを剥くと、あのよく見る栗の姿が現れる。そして見たところ柔らかそうな毛の外皮は思いのほか手に刺さる。
完全に熟していないものはとても剥きにくい。そこで私は手袋をはめ、ナイフをもって、皮を剥く辛い作業を開始した･･････でもなかなか趣がある。自分で拾った栗は、いつも
より甘く感じた。
　夕方に下山。この静寂の場所に心が洗われたよう。心がすっと晴れ渡り、明るくなった気がした。
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小田渓谷

2009.11.21

11月3日、日本の文化の日に、私たちは小田渓谷に行って紅葉を見て来ました。日本では“紅葉狩り”って呼ばれていて、お花見と同じように、日本の伝統的な活動のひとつで
す。
　小田深山には何度か行ったことがあったけど、小田渓谷に紅葉狩りに行ったのは今回が初めて。空は青く雲は白くて、車が山の周りをゆっくり進んでいる間、一方では
澄んだ日の光が幾重にも重なり合う木の枝の間を縫って石壁のコケの上にキラキラと降り注ぎ、まるでエメラルドのようにきらめく光を溢れさせ、もう一方では密集した樹林が
どこまでもどこまでも続いていて·····そうやって少しもしないうちに、私たちは渓谷に到着しました。山いっぱいの深緑はすでに多種多彩な上着を羽織っていて、緑から紅へ、
ゆっくりと変わっていくその色彩には山全体が真っ赤に燃えるような激しさはなく、むしろ夢や幻のようなきらめきがありました。さらさらという渓水の流れる音は近く遠く、
ひっそりとした空気の中で心地良い音をかもし出し、山の艶やかな色彩に快活なリズムを添えているようでした。
山の上は寒くてじめじめしていたけれど、それでもたくさん
の人がカメラを持って写真を撮っていました。渓水のところからほんの少し戻ったところに一面に開けた草原があったんだけど、周りを炎のように真っ赤な楓樹で囲まれてい
て、木の下に立つと、見渡す限り一面が真っ赤で、頭を上げると、そこには紺碧の空が広がっていて、思わず陶酔せずにはいられませんでした。私と一番上のお姉さんが2人で
木の下で写真を撮ろうとしたとき、ちょうど2人の人がそこで紅葉の撮影をしていて、それで私たちに“モデル”をしてくれないか声をかけてきたんです。いやぁ興奮したぁ······
　
日本の紅葉の景色は中国のそれと違う。私が思うに、中国は延々と続く山々の中で、ふと目を上げると視界いっぱいに橙や紅の雄大で煌びやかな景色が広がってるって感じなん
だけど、日本は緑や紅の中、山々の一角でだけその精致で優雅な景色を味わうことが出来るって感じ。どちらも紅葉を鑑賞することのおもしろみであることに変わりはないんで
すけどね。
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登山

2009.11.24

10月の連休に石槌国定公園に行って、石槌山に登ってきました。
朝早く出発し、約2時間半、登山口に到着です。車はここまで。これからは自分の足でのぼるしかありませ
ん。
登山口の入り口に、看板がたててあり、ここから山頂まで4キロ、約2時間半かかると書かれていました。さあ、山頂に至る偉大なプロジェクトの開始です！
　山に入り
と、顔に当たる風も心地よく、草の香りに包まれ、とてもすがすがしい気分になりました。山は秋の気配につつまれ、なんだか気持ちも落ち着いてきます。すばらしい風景をじ
っくり鑑賞しました。広がる風景に、緑色の樹、竹、草、にかこまれ・・・・・道は狭くぬかるんでいました。石段や虫やほこりっぽい草むらもなく、ごつごつした岩もなく、
湿った落ち葉が敷き詰められた道がくねくねと続くだけで、足元に埋められた木板や両側の切り立った崖がなければ山頂に向かっているのではなく、ガーデンを散歩しているよ
うです。10月は紅葉の時期ですが、この山はまだ紅葉が始まっていず、恥ずかしがりやの少女のように、目立たない緑色の服をまとったままのようです。『紅葉真っ盛り』と
いう華やかさはありませんが、抜けるような青空の下、爽やかな雰囲気を満喫しました。
　道は狭く、うっそうとした雰囲気です。道を曲がると、次々と風景が現れます。緑
の中にも色づき始めた葉がちらちらと見えたり、控えめなぼんやりとした赤い色が山に明るい彩を添えています。ゆっくりと歩き続けました。下山してくる人たちとすれ違うと
きは、「こんにちは」とか「お登りさん」などの挨拶を交わします。こんな静かな小道で、異国情緒をたっぷり味わえました！
　頂上間近の平らな場所でお昼を食べました。
先には神社の鳥居が見え、登山者はみんなここでお昼を食べるようです。海苔をまいたオニギリと、お弁当を頂きました。なんだか感激でいっぱいで、目の前に広がる風景、こ
のシチュエーション、まるで日本のテレビドラマか、アニメの中の一シーンのようで、これぞ日本！とういかんじです。
　でもどんなに風景はきれいでも、山頂に向かうとき
には全身汗でぐっしょりでした。しかも濃い霧がかかってきて、風景をかきけしてしまいました。そこから1時間、ひたすら頂上だけを目指して進んでいくと、霧もだんだん晴
れてきて、正面に高くそびえる山が現れました。遥か遠くには瀬戸内海と海に浮かぶ島々も望めます。山頂の神社からは何か鐘の音のようなものが響いてきて、山の中を悠々と
こだましています・・・・
　午後は下山し、また登山口に戻りました。全行程で6時間半、戻ってきたときはもう夕暮れでした。空がオレンジ色に染まり、海に浮かぶような薄
紫の雲がたなびき、柔らかな光を放ち、山や海も全てが溶け込んでいくようです・・・
　 夕焼けのなか、車はゆっくりと山道を走り出しました。日の光がいっそう緑を生き生
きと見せてくれます。窓の外の夕日は木々の陰を作り地面に注ぎ、キラキラと輝いています・・・・
　一日中山登りで足はくたくたになったけれど、こんなすばらしい風景に
思わずうっとり・・・・
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百人一首と県文化祭

2009.11.24

第23回県高校生総合文化祭のイベントとして、11月21・22日に愛媛県の小倉百人一首の大会がありました。もちろん私たち松山東高の和歌カルタ部も参加してきました。
　
小倉百人一首は日本の伝統的な遊びです。茶道や華道のように日本の伝統文化でもあります。『小倉百人一首』はすばらしい和歌を集めた歌撰集で、藤原定家が小倉山荘で編集
したとされています。天智天皇から順徳天皇まで570年間の100人の歌人から1編ずつが編まれ、江戸時代以降、紙を使ったカルタになりました。みんな茶道や華道はよくしっ
ているけれど、百人一首はあまり知られていません。私も誘われてこの部に入って初めて知りました。少しずつ理解してきていますが、内容が難しく、若い日本人も、カルタで
は遊べても、その内容まで理解している人は少ないのです。これはその遊び方にも関係があるのかもしれません。まず和歌を百首暗記します。そして上の句がよみあげられたら
ソク、50枚の下の句のカルタからあうものをとるのです。ただ、これは古文で書かれているので、日本人でも意味を理解するのはタイヘンです・・・・それだけではなく、対
戦相手とのカルタをとるスピードも大事なので、テクニックも必要です。名人になると「はたき飛ばし」のように、一瞬で、カルタがヒュっと投げ矢のように舞い上がるので
す・・・・もしかしてこれが難しすぎて、みんなあまり入りたがらなかったので、この部に引っ張り込まれたのかなあ。まだ三分の一しか覚えていないような、ど素人の私まで
試合メンバーにされちゃって・・・・
　土曜日、私のほか三人の新人と先生、部員十何人で、県文化生活センターに向かいました・・・今回の試合は県文化祭のイベントのひ
とつなのですが、会場が別なので。様々な市から6校が参加していました。会場はたたみの部屋で、発言のたびに、日本式のすわり方をしなくてはいけないので、足がしびれ
て・・・・
初日は団体戦。でも午前中は初心者向けの試合がなかったので、先生と一緒にパレードに参加しました（まあちょっと地元見学のつもりで）。パレードも文化祭の
イベントで、各校のクラブが、踊ったり、演奏したりしながら、みんなで商店街を抜け、ゆっくりとゴールまで進んでいきました。特にダンスはすばらしかったな！～～私はセ
ーターを着て、マフラーを巻き、この寒空の下、超ミニスカートをはいていたので、ほんと、おしゃれてって『さっむーい』！！！
　街中で、驚いたことに着物を着ている人
を見かけました。きれいにお化粧をして、髪を高く結い上げて昔の人のような格好をした人が、商店街の入り口のところに立っていて、見た印象はまず歌舞伎みたい、でした。
でも友達が歌舞伎はみんな男性なんだよ、多分舞妓さんだよと教えてくれました。松山でめったに見かけません。一緒にいた日本人も驚いていました。
　お昼に、カルタの
「女王」が来場し、紹介がされた後、先生と名人戦をおこないました。名人対名人、目にも見えない早業で、相手のカルタをはたいていきます。女王は全国大会の優勝者で、と
ても有名なのだとか。小学校三年生から競技カルタを始め、中学三年生で、「女王」の座に着いたそうです。今はまだ大学生・・・すごい！さすがだなあ！～午後は私たちも試
合に出ました。じゃんけんに負けてしまったので、2試合に出ることに。でもそのうちの1試合に勝つ事ができたのです。百枚中34枚しかまだ覚えてないのに・・・どうやら古
文ってどの国の人も苦手みたい・・・
　夜、私が学校の前の駐輪場しか知らなかったので、申し訳なかったのですが自転車に乗ってきた人も一緒に10分ほど歩いてもらっちゃ
いました・・・途中、バスが通り過ぎたので、そのバスに乗ろうと、自転車をひっぱているふたりと必死になってバスを追いかけました。あと100m、といったところで、前の
ほうにいた同級生が車を止めていてくれたので、なんとか乗れました・・・疲れた！！！
頭も体もクタクタです・・・このあとみんなから、何ヵ月後かにマラソン大会がある
けれど、絶対大丈夫だよ、なんていわれて・・・
日曜日は引き続きカルタの試合！今日は個人戦。第一戦出負けてしまったので、2回戦は出ませんでした。二人の2年生たちと
一緒に文化会館に行って、イベントを見学してきました。「詩吟の剣舞」がなかなかおもしろかったです。ひとりが伝統的な歌を吟じて、何人かが舞台上で舞っていました。で
も、あの難しそうな歌を吟じていた歌い手が高校生だと後で気付いたのです。すごいなあ！～～吹奏楽と華道もすばらしかったです。
　文化祭はやっぱるおもしろかったな。
この前の学校の文化祭も最高だったけれど、今回はいろいろな学校の発表が見られてよかった！カルタは難しいけれど（100枚覚えるには6ヶ月かかるとか）みんなが言うとお
り、本当に面白いよね。カルタ部に入部したからにはがんばらなくちゃ。歌を覚えるのも文学と文化の新しい経験になるし！昔ながらの日本の部屋の中で、みやびな歌をよみあ
げる声を聴いて、様々なテクニックを駆使してカルタを把握し、精神を集中して流れるようにすばやくカルタを弾く。残りわずかになったカルタを前に相手と対峙していると、
勝ち負けには関係なく試合自体の面白さにぞくぞくしてきます。これは知力、スピードが試されるゲームなのだから！
がんばれ！百人一首カルタ！！！
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時は水のよう

2009.11.24

フウ・・・・日本に来てからあっという間にもう三ヶ月！おもわずため息が出ちゃう。時は流れる水、人生は駆け抜ける白馬のごとく。ハハ！ちょっと感傷的に・・・みんなた
くさんの日記をアップしてるので、なんだか申し訳ない気分になっちゃう！！！（今度からは書いたものをアップするのを忘れないようにしよう）・・・日本に来て3ヶ月、ま
だ完全になじんでいるとはいえないけど、日本語は3ヶ月前よりずっと進歩したよ！へへ、なにはともあれ、これからもがんばらなきゃ。それからもっとがんばって書かなきゃ
ね・・・日本語、ファイト！

王 佳辰さんの日記



グループマッチ

2009.12.12

　今日、学校でグループマッチがあったよ。本当は昨日だったんだけど、雨で延期になったの。
　グループマッチでは、グループ（運動会のチーム）に分かれて、色んな試合
をやっていくんだけど、だいたいは体育の授業で選んだ種目をやるの。バドミントン、バレーボール、バスケ、サッカー、ドッジボール。全員参加で、学期末には毎回試合があ
るから、皆大盛り上がり。
　運動着に着替えて集合。皆楽しそうな顔。それに熱気もムンムン。会場全体がすごい活気なの。生徒会長がすごく面白くて、平坦な宣誓をしたあ
と、急に大声で気合を入れて、会場もドッと沸いて、二言くらい叫んだらまた急に真面目な顔に戻って、ありがとうございました、礼、退場。会場は大爆笑･･･。
　午前の試合
はバレーとバスケとドッジボール。私の選んだバドミントンは午後の部だから気ままにあっちこっちの試合を見て回ったよ。バレーの試合がすごくレベル高かった。私の学校よ
りずっと･･････。アタックもレシーブも皆完璧。一人ひとりの実力の高さと、息ぴったりのチームワークで、試合はものすごく白熱していたよ。高校生なのに、プロの試合みた
いに面白かった。でもよく考えたら、これって毎日の部活の練習があるから、皆こんなに上手なんだよね。バスケのほうは、気合はすごいんだけどあんまり上手じゃなかった
な。私の学校の方がすごい試合するよ。そんなこと考えてたら、また懐かしくなってきちゃった･･･。試合はすごく盛り上がっていて、どのコートも応援の人でいっぱい。歓声
で体育館の天井が吹き飛びそう。声援がひっきりなしに響いて、皆すごく楽しそう。試合ってほんとに、熱い！！
　体育館の三階ではドッジボールの試合が行われていた。基
本的には中国の「打口袋」と同じ。そこら中を行ったり来たりしていると、二階でクラスメートの友達と遭遇した。話しを聞いてみると、なんと彼女はアニメ好きなんだそう。
共通の話題を見つけて、さっそく桜蘭からコードギアス、10月の新番組まで話しこんだ。オタク女子が二人集まるだけで、話がつきないつきない･･････彼女曰く、本当は日本
にはアニメ好きがたくさんいるんだって。多くの人が私と同じようにアニメに興味を持っていると思うと、すごく興奮するな！！！･･･次の日に一緒にアニメのお店に行く約束
もしたよ。3ヶ月の「日本アニメ店の旅」、やりきれるといいなー！これが今日一日で一番興奮した出来事。
　午後はバドミントンの試合。もちろん強豪ぞろい。特にバドミン
トン部の気合は半端じゃない。ということで私のクラスは負けてしまいました。でも、私のグループは、元バドミントン部の子の大活躍で、一位になったんだよ！だからね、プ
ロはやっぱりプロなわけよ･･････
　試合は午後4時ごろまで続いた。雨が降らなかったから、サッカーの試合も中止にならなかったらしい。サッカー見逃した･･････。
　最後
に各グループの成績発表。私達黒潮と紅樹はもともと同率トップの成績だったんだけど、応援ポイントも加算されるっていうことで、黒潮は惜しくも一位の座を逃したの。でも
ね、一位だろうが二位だろうが、皆が試合を心から楽しんで、団結のすばらしさを感じることが、一番重要だと思うんだ。
　この試合は毎学期行われる。ここ数ヶ月はほとん
ど運動もせず、毎日猫みたいに丸くなっていたから、次回良い成績を収めるためにも、今度は運動するぞー！運動！しっかりバドミントンの練習するんだ！ファイトー！

王 佳辰さんの日記



日本の元旦

2010.01.09

大晦日、私達は車で小田に向かった。2009年最後の一日、聞きなれた中国の音楽を聴いていると、日本に来て初めてこの車の中で歌を聴いた時の情景が思い起こされた。しば
らくの間、記憶と想いが潮のように湧きおこった……
　松山も寒いけれど、小田ではもう雪が降っていた。山道をぐるぐると登ると、道に雪が積もっていることが分かる。小
田につき家に入る。屋内は外とほとんど同じ気温で、吐く息が白い。そこで皆でストーブを囲い、ストーブで焼いたお餅を食べながら、親戚が集まるのを待つことにした。
　
毎年この日に、5人の兄弟姉妹がそれぞれの家族を連れて小田に集まる。でも今年は集まりが悪かったみたい。3組の家族だけが集まった。私達十数人で一緒に夜ごはんを食べ
た後、伝統の紅白歌合戦を全員で見た。
　中国の春節は賑やかで、日本の正月は静かだと誰かが言っていたけど、確かにその通りだ。皆でテレビを囲んで紅白を見て、たまに
は話したり笑ったりはあるけれど、中国のように爆竹を鳴らしたり花火をあげたりして夜中まで騒ぎまくるような雰囲気ではない。でもすごく楽しかったよ。ついに伝説の紅白
をテレビで見ることができたし。ＳＭＡＰが司会で、何を歌っているのかはよく分からなかったけど、嵐や水樹奈々、大塚愛、中島美嘉、早乙女太一が見れてとても興奮した。
その中でも特に演歌が多く歌われていて、お年寄りにもすごく人気がある番組みたい。演歌はとても風格があって、どれも北国の春のような感じ。どこまでも伸びる歌声はすご
い迫力。
　そのあとは中国が餃子を食べるのと同じように、年越し蕎麦を食べて、紅白を11時まで見るんだ。そのあとは日本の伝統に習って12時に一家全員で神社やお寺に行
くの。
・・・・ここでも日本の正月は静かだということが証明された。人々は各地から静かに神社に集まってきて、お賽銭を投げて、お願い事をする。それからまたお寺に行
くのだけど、お寺の前では和尚さんが除夜の鐘を鳴らしているんだ。鐘が一つなる毎に、一つお願いごとをする。鐘は全部で108つ鳴らされる……雪がやんだ。月が明るい。と
ても静かな夜。人の足音しか聞こえない。除夜の鐘が鳴るとその余韻が四方の山にこだまして、その神聖な静寂は、まさに過去を捨て去り新しい年を迎え入れる雰囲気にぴった
りだ……
　家に帰るともう2010年になっていた。次の日の朝起きると外はまだ雪が降っていた。お餅を食べた後、カメラが好きな人と一緒に雪景色を撮りに出かけた。一歩外
に出ると、心が一気に晴れ渡った！空も大地も一面の白。人っ子一人いないわけではないけれど、「万径、人蹤滅す」の境地だ。これこそが山中の雪景色だよね！瀋陽でも雪景
色を見ることはできるけれど、ここの清々しい朝はやっぱり私を深く深く引きつけるんだ！頭を上げると、真っ青な空に輝く太陽、ゆっくりと流れる雲。振り返ると屋根に積も
った雪が反射する光の中で流れ落ちるのが見えた。白い水晶のようだ。新しい一年の、この静かな雪の朝が私はとても好きだ！
　時間の過ぎ去りを感じずにはいられない。い
つのまにかここで4か月も過ごしているんだ。知らぬ間に2010年になっている・・・。そうだ、もう2010年なんだ。それなら、この新しい一年、新しいスタートを、しっかり
と踏み出そう！

王 佳辰さんの日記



マラソン、ダッシュ！

2010.01.20

これこそマラソン！
このところずっとマラソンの練習ばかりで、超ユーウツ~~~~~~そりゃあね、何だってできる人はいないっていうけれど、でもね、走るのが苦手な人にと
ってはマラソンってつらいよ。とはいっても私たちの学校の長距離って、1500メートルだけだから、本当はマラソンとはいえないんだけどね。でも私は小さいときから走るの
が苦手なの。もう本当につらいな。中国でもテストでマラソン走らされることはあったけど、長くても800メートルだったし、1500メートルなんてとてもとても！！冬のマラ
ソン大会のときで1500メートルだったのに。今の学校では1500メートルとはいえ、練習では20分走り続けるから、3000メートル近く走ってるんじゃないかな~~~でもこれだ
ってまだまだ長いほうじゃないんだって。以前の留学生は5000メートルだったとか。倒れそう！~~~走るのが苦手なランナーにとっては、1500メートルだって必死に練習し
なくちゃいけないのに~~~
まあ、とにかくこれも自分の留学生活の一部だし。なら、がんばらなくちゃね。がんばって走って、人と比べるのではなく、自分への挑戦だ！
　こ
れが今回の持久走の目標。来週は大会があるから、自分の目標に向かって、ファイト！

王 佳辰さんの日記



半年の記録

2010.03.06

　時間が過ぎ去っていく。
　紅葉、落ち葉、雪解け、春風、そして木々のつぼみが花開く時期を迎え、もうこの場所で半年もの月日を過ごしたことに気がついた・・・「好雨
知时节，当春乃发生（良い雨は季節の変化に適応し、春になると降り注ぐ）」。いつまでも降り止まない春の雨は、ここ南方だけにある梅雨の季節の象徴だ。それは涼やかな潤
いを運んでくれるが、北方の春のあの乾燥と荒い風が恋しくもなる。中国語が不意に耳に入れば、数日もの間感動している自分がいる・・・。
　感傷に浸っているわけではな
いが、友人の「あっという間」という言葉に、突然得も言われぬ感情が沸き起こってくる・・・・。卒業式、皆と歌った卒業の歌のあの感動。本年度最後の茶道部の活動で、茶
道部での半年を振り返った時のあの暖かい気持ち。そしてもうすぐクラス替え、また新しい友達に出会うことができるんだね・・・。
休みが終われば、また新らしい学期が始
まる。新学期には新しい目標を立てよう。新しい体験と楽しい思い出を胸に、成長していくんだ！

王 佳辰さんの日記



春

2010.05.05

春
春が来た。
山に青々とした生命力が光り輝くとき、空気の中にふわりと花の香りを感じるとき、淡いピンク色の桜が木々いっぱいに咲き乱れるとき、穏やかな海からの風が
暖かな息吹を初めて運んでくるとき、季節はもう春なのだ。
　さらさらと流れいく水が雪を融かし、燕が南に帰り、鳥のさえずりや花の香りを感じる頃、あるいは樹いっぱい
に咲いた桃の花が春風に揺れる頃、やっと春がこの地に帰って来たことに気づく。私はいつもそういう“しるし”を探すのが好きだ。万物が一度に蘇るこの季節の“しるし”を。だ
から、私は桜を見に行った······
　私の心の中にある日本のロマン。それは、例えば社寺の前に埋まっている、何百年もの歴史をもつ古めかしく素朴で美しい淡墨桜だったり、
山の間を流れる渓流の傍らで、爽やかな山の風を受けながら、清冽で清らかに渓谷一面に花の雨を降らしている古木だったり。あるいは春爛漫な公園の中で、目の前いっぱいに
広がるキラキラとした薄紅色のソメイヨシノや、どこまでも続く青い山の上の至る所で咲き誇っている、まるでピンク色の彩雲のような色鮮やかな桜、それから小道の両側に植
えつけられてる木々の桜が満開になり、それが爽やかな風に吹かれて、まるで夢か幻のようにさらさらと舞い踊る桜吹雪だったり······数え切れないくらいの情景が目に浮かぶけ
ど、ただひとつ変わらないのは、それが人の心を奪う美しさを持っているということ······
　桜。それは梅の花よりも穏やかで、梨の花よりも艶やかで、そしてさらに桃の花よ
りも激しく奔放である。桜の木の下に立ち、花の海の中に身を委ね、花びら一枚一枚が風にそよいでいる音に耳を傾けると、心の中にふと桜にゆかりのある素敵な物語が浮かん
でくる。力を抜いて何も考えずにそうしていると、まるで桜の妖精にでも出会ったかのように、花が咲くときの気持ちよさを感じることができる。そして心は、感動し、激しく
震える······
　昔から“傷春悲秋”という言葉がある。さらに花が散るときには、“憔悴损，如今有谁堪摘”の虚しさがある。梶井基次郎は以前こう書き記している。“桜の桜の樹の
下には屍体が埋まっている······。”······けれど私は、桜の美しさはまさにこの散るときにあるのではないかと思う。春が去り秋が来る。花が咲き花が散る。桜は満開のときに
は、まるでこの一年の光彩を全て解放して、春の祭りにその身を捧げているかのように咲き乱れる。人々はその一瞬の美しさに驚嘆し、そしてそれが散っていくときの潔さに思
わず感慨する。爽やかな風と流水の中で逝くというのも、また一種の壮麗さがあり、一度逝ったらもう戻らないというようなかっこよさもある。小道の上一面に深々と積もった
花びら。空には薄紅色の雪が舞い踊る
······枯れいくわけでもなく、憔悴していくわけでもない。ただ人々の中にその激しく咲き乱れている様だけを残し、そしてあっさりと散
っていく······
“落红不是无情物，化作春泥更护花”　······
　一日の計は朝にあり、一年の計は春にある。朱自清はこう言っている。春は生まれたばかりの子供のように、頭のて
っぺんから足の先までまっさらである、と。この生気に溢れた季節に、私は新しい学年に進級した。新しいクラスになり、新しい先生、そしてクラスメイトと知り合った······日
本での生活も7ヶ月目······
　春風を浴びながら、私は日本で、この先きっと忘れることの出来ない、この2010年の春を迎えた······

王 佳辰さんの日記
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